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東京 京都
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * 8 0 4 0 0 6 1 4 * (C) 14 0 6 2 3 6 1

5 9 3 0 0 0 1 0 5 2 0 0 2 3 8 0

6 * (C) 3 1 0 0 2 1 1 6 2 0 1 0 2 3 0

7 17 0 5 7 2 8 0 7 - - - - - - -

8 8 1 0 5 2 4 3 8 4 0 2 0 2 2 2

9 * 15 1 3 6 2 5 2 9 * 0 0 0 0 3 2 0

10 * 2 0 1 0 1 8 3 10 * 9 1 2 2 1 3 4

11 14 3 2 1 0 5 3 11 * 12 3 1 1 2 7 2

12 5 1 1 0 3 1 3 12 7 1 2 0 3 6 3

13 6 0 2 2 2 1 2 13 0 0 0 0 0 1 1

14 * 6 0 3 0 2 6 2 14 * 12 2 3 0 3 2 0

15 2 0 1 0 1 0 0 15 12 2 3 0 3 0 0

0 0
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＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

東京 京都95 74

2014年10月20日(月) 会場： 三菱重工総合体育館10:00

成年男子準決勝
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東京 京都

準決勝、前日接戦を制した東京都と京都府との試合。１Ｑ、両チームマンツーマンディフェンスでスタートする。京都

府が＃４の得点で先手をとる。対する東京都は＃６の３Ｐや＃４と＃９のバスケットカウントで応戦する。攻撃の手を緩

めない東京都は＃４の速攻などで主導権を握る。京都府はゾーンディフェンスに変更するが流れを変えることはでき

ず２４ー１５の東京都リードで１Ｑ終了。２Ｑ、京都府はゾーンディフェンスからリズムを掴み反撃に転じる。＃１０の３Ｐ

や＃４の連続ポイントで２４－２３の１点差に迫り、東京都はたまらずタイムアウト。東京都は＃１１が連続３Ｐなどを決

め差を広げるが、京都府はディフェンスを変えながら攻撃に転じる。＃１２の速攻や３Ｐで追いすがるが、東京都の＃

５に３Ｐを決められ４１－３６の東京リードで前半終了。

３Ｑ、東京都はマンツーマンディフェンス、京都府はゾーンディフェンスでスタート。リズムを掴んだのは京都府。＃４

のバスケットカウントや＃１４のミドルシュートで逆転。東京都はなかなかリズムに乗れず、４７－４１となったところでタ

イムアウト。東京都は＃１４のタップシュートやゴール下シュートで食い下がる。両チームメンバー交代をしながら好機

を窺う。東京都＃７がオフェンスリバウンドからファウルを誘いフリースローを落ち着いて決め１点差、さらに＃９の速

攻が決まり逆転する。５５－４９となったところで京都府タイムアウトを取るが、東京都＃７のゴール下シュートが決まり、

東京都５７－４９京都府で３Ｑ終了。４Ｑ開始早々、＃１２と＃１１の３Ｐが決まり東京都が波に乗る。東京都はディフェ

ンスを強めてプレッシャーをかけ、６５－４９となったところで京都府がタイムアウトを取る。京都府は苦しいシュートで

得点が伸びない。なおも攻撃の手を緩めない東京都は＃７のオフェンスリバウンドからの得点や豪快なワンハンドダ

ンクシュートが決まり優位に立つ。京都府も＃１４や＃１１の３Ｐやバスケットカウント、さらに＃１４が３Ｐを決めるが、

東京都が落ち着いたゲームメイクで９５対７４で試合を制した。最後までボールを追い続けた京都府の粘りにも拍手を

送りたい。


